
■性質別内訳

令和4年度の当初予算が決まりました。
一般会計は106億6,906万円で、
前年度（6月補正後）に比べ2.4％の減額となっています。
また、特別会計は53億169万円、
企業会計は19億2,952万円を計上しています。

当初予算若狭町

令和4年度106億6,906万円
一般会計

人件費
18億2,995万円

補助費等
23億9,823万円

普通建設事業費
9億2,451万円

公債費
12億6,427万円

繰出金
10億7,187万円積立金

4億7,238万円

物件費
18億1,774万円

扶助費
7億7,673万円

維持補修費
8,358万円

投資及び出資金
1,680万円

貸付金
1,000万円

予備費　300万円

ご紹介！　令和4年度当初予算の主な事業

歳 出

町税
18億596万円

地方交付税　40億2,000万円

県支出金
11億6,735万円

国庫支出金
8億7,441万円

町債
6億9,840万円

分担金及び負担金
5,676万円

使用料及び手数料
8,939万円

財産収入
4,050万円
寄付金
4億18万円

繰越金
3,000万円

諸収入
2億7,135万円

繰入金
6億9,126万円

地方譲与税／地方消費税交付金 等
5億2,350万円

歳 入

［数値について］
※広報では、万円単
位で表示している関
係上、端数が一致し
ない場合があります。

■行政分野別内訳
分　　　野
議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農林水産業費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
公 債 費
予 備 費

予　算　額
9,309万円

21億9,109万円
24億1,369万円
13億6,899万円

1,984万円
7億7,002万円
5億2,937万円
7億9,602万円
3億9,551万円
8億2,417万円
12億6,427万円

300万円

伸び率
△5.7%
△15.4%
2.9%
5.2%

△11.6%
△10.8%
20.5%
12.2%
△5.2%
△3.0%
△2.4%
0.0%

53億169万円特別会計
分　　　野

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
直 営 診 療 所 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
農業者労働災害共済事業特別会計
農業集落排水処理事業特別会計
漁業集落排水処理事業特別会計
公共下水道事業特別会計
町 営 住 宅 等 特 別 会 計
土地開発事業特別会計

予　算　額
17億7,916万円
2億4,159万円
8,678万円

19億8,514万円
133万円

4億2,643万円
5,247万円

5億8,595万円
3,387万円
1億897万円

伸び率
△2.3%
14.4%
△0.5%
△1.1%
△17.4%
5.8%
17.8%
4.0%
0.9%
24.4%

分　　　野
水 道 事 業 会 計
工 業 用 水 道 事 業 会 計
上 中 診 療 所 事 業 会 計

予　算　額
13億3,740万円

3,708万円
5億5,504万円

伸び率
344.8
△7.7%
2.6%

国民健康保険事業や下水道事業のように、保険料や使
用料などの収入で運営していく事業について、その事
業にかかるお金の流れをわかりやすくするために設け
る、一般会計とは別の会計のことです。

特別会計

19億2,952万円企業会計ことばの説明

物件費

旅費、需用費、委託
料、備品購入費など
の消費的性質をもつ
経費

維持補修費

道路や公共施設など
の維持補修のための
経費

扶助費

社会保障制度の一環
として、児童・高齢者・
障害者・生活困窮者な
どに対する支援に要す
る経費

補助費等

町から一部事務組合
や各種団体等に対して
交付するもので、負担
金、補助金、交付金な
どの経費

人件費

職員給与や議員・非
常勤報酬などの経費

財政用語解説！　歳出項目の性質別内訳について

公債費

町の借金である
地方債の元金と
利子を支払う経
費

積立金

財政運営を計画
的にするための
基金の積立に要
する経費

投資及び出資金

公益上必要とな
る株式の取得や、
出資金の経費

貸付金

福祉増進や地域
振興のためのお
金の貸付を行う
ための経費

普通建設事業費

道路、学校など
の公共施設の建
設や、用地取得
等に要する経費

繰出金

一般会計から特
別会計、企業会
計の間で、相互
に支出する経費

解説

町税などの自主財源に乏しく、歳入の多く
を地方交付税や国県支出金に依存してい
ます。
今後も歳入規模に見合った歳出を念頭に、
ウィズコロナ・ポストコロナ時代を見据えた
持続可能な健全な財政運営を目指します。

１６６,７３０千円
上中地域の音声告知
システムをＦＭ型の
音声告知端末に更新
します。

音声告知放送
システム整備事業

４５,０００千円
主要町道は交通量が多
く、特に舗装の損傷が
著しいため、計画的に修
繕を実施し、安全性と走
行性の向上を図ります。

舗装改良事業

５２,４３０千円
町が管理する河川の
浚渫や修繕を計画的
に実施し、災害時の
氾濫や周辺の浸水被
害の軽減を図ります。

河川維持管理事業

１５,９５５千円
小規模な中山間集落の
水田営農の維持を図る
ための機械・施設等の
整備を支援します。

水田農業機械
施設等整備事業

８,０６２千円
森林環境譲与税を活
用した森林整備や森
林に対する普及啓発
活動に取り組むこと
で、森林の健全化や
災害に強いまちづく
りを目指します。

若狭の森づくり事業

４４,３５７千円
令和４年度より、子ど
もに係る医療費助成の
対象に１６歳～１８歳（高
校生等）を追加します。

子ども医療費
助成事業

３,４４７千円
生涯学習の場面にお
いてもＩＣＴの利活用
が進むことにより効
果的な学びに繋がる
ことから、公衆無線Ｌ
ＡＮ（Wi-Fi）環 境 を
整備します。

公民館
公衆無線ＬＡＮ
環境整備事業

２６,０００千円
小売・飲食・サービス
業の町内店舗の業績
回復の一端を担うこ
とを目的に、県と連
携し電子クーポンを
発行するキャンペー
ンを実施することで、
町民等の消費喚起及
びＤＸ（デジタルトラ
ンスフォーメーショ
ン）を推進します。

若狭町消費応援
キャンペーン事業

１２,１２６千円
防犯灯、カーブミラー
等交通安全施設の適
正な維持管理を行い
ます。
●町管理
　防犯灯ＬＥＤ化工事

交通安全
施設整備事業

協働のまちづくり
推進事業

１５,２６２千円
【ＳＤＧｓ
地域づくり交付金】
時代に応じた持続可
能な地域に向けて、
地域の課題解決及び
特性を磨く取り組み
を支援します。
【ほっと安心できる

地域づくり事業】
集落内の危険個所の
改善や道路保全等に
対する原材料の支
給、集落活動の共同
化に対し補助します。
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